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昨
年
も
労
働
者
福
祉
の
活
動
に
対
し
、

労
働
団
体
・
福
祉
事
業
団
体
・
自
治
体

を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
一
昨
年
末
か
ら
の
世
界
同
時

不
況
に
よ
る
雇
用
崩
壊
で
、
失
業
率
の

高
止
ま
り
が
続
く
中
、
収
入
（
可
処
分

所
得
）
減
少
に
も
拍
車
が
か
か
り
、
労

働
者
の
生
活
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
ま

す
。

　
労
働
者
に
と
っ
て
「
働
く
こ
と
は
生

き
る
こ
と
」
で
あ
り
、
労
福
協
は
労
働

者
福
祉
運
動
の
一
環
と
し
て
、
連
合
と

連
帯
し
、
職
や
住
ま
い
を
失
っ
た
人
た

ち
に
対
し
て
、
総
合
的
な
相
談
（
就

労
・
生
活
・
住
宅
・
多
重
債
務
等
）
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
仕
組
み
を
政

策
・
制
度
要
求
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
昨
年
十
一
月
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
全
国
の
一
部
地
域
）

に
お
い
て
、
就
職
相
談
の
他
、
住
ま
い

や
生
活
相
談
も
で
き
る
総
合
相
談
の
窓

口
が
開
設
さ
れ
、
相
談
者
に
と
っ
て
精

神
的
・
物
理
的
な
負
担
が
少
な
く
な
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
ス
ム

ー
ズ
に
相
談
で
き
る
よ
う
な
体
制
確
立

に
向
け
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
（
そ
の
他
の
地
域
で
は
、
昨
年

末
、
期
間
を
決
め
て
実
施
）
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
み
し
て
き

た
貸
金
業
法
・
割
賦
販
売
法
の
改
正
の

成
果
を
活
か
し
て
い
く
に
は
、
消
費
者

行
政
一
元
化
と
と
も
に
消
費
生
活
相
談

員
（
地
方
）
の
待
遇
改
善
が
不
可
欠
と

考
え
、
全
国
・
地
域
の
弁
護
士
会
や
市

民
団
体
と
と
も
に
国
や
自
治
体
に
対
し

て
要
請
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨

年
九
月
に
消
費
者
庁
が
発
足
し
、
各
省

庁
に
ま
た
が
っ
て
い
た
消
費
者
行
政
が

一
本
化
で
き
た
こ
と
は
、
消
費
者
の
立

場
に
立
っ
た
行
政
へ
の
転
換
の
第
一
歩

で
あ
り
、
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
大

き
な
前
進
が
図
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
今
年
に
お
い
て
も
、
格
差
・
貧
困
社

会
の
是
正
を
め
ざ
し
た
‚
国
民
か
ら
共

感
を
得
ら
れ
る
社
会
運
動
‘
と
し
て
、

未
組
織
勤
労
者
や
高
齢
者
も
含
め
す
べ

て
の
働
く
人
々
の
貧
困
や
多
重
債
務
の

な
い｢

安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会｣

と

な
り
ま
す
よ
う
、
連
合
や
各
福
祉
事
業

団
体
と
の
「
協
働
」
に
よ
り
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
昨
年
も
北
陸
労
働
金
庫
の
運
動
に
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
の
金
融
危
機
で
日
本
経
済
は

大
き
な
痛
手
を
こ
う
む
り
ま
し
た
。
勤

労
者
の
環
境
も
厳
し
く
、
生
活
も
不
安

感
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な
中
、

北
陸
労
働
金
庫
は
「
生
活
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
、
低
金
利
の
融
資

商
品
の
提
供
を
は
じ
め
、
相
談
活
動
を

積
極
的
に
展
開
し
、
多
く
の
方
々
に
ご

利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
勤
労
者
の
応
援
団
と
し
て
安

全
で
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
、

愛
さ
れ
る
労
金
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
み
な
さ
ま
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
共
済
推
進
活
動
に
対
し

大
変
お
世
話
に
な
り
、
心
よ
り
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
政
治
、
経
済
、
社
会
と
世

の
中
が
大
き
く
激
変
し
た
一
年
と
な
り

ま
し
た
。
我
々
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
流

れ
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
行
動
を
す
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
る
時
代
に
突
入
し
た
と

言
え
ま
す
。
全
労
済
も
全
て
の
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
検
証
し
、

時
代
に
あ
っ
た
会
員
の
皆
様
に
期
待
さ

れ
る
共
済
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
と
共
有
す
べ

き
全
労
済
の
変
わ
ら
ぬ
価
値
観
と
し
て
、

「
み
ん
な
で
た
す
け
あ
い
、
豊
か
で
安

心
で
き
る
社
会
づ
く
り
」
と
い
う
理
念

の
も
と
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
活
動
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　
厳
し
い
時
代
を
迎
え
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
ご
支
援
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　
昨
年
は
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
、
食

の
安
全
へ
の
信
頼
回
復
に
力
を
注
ぐ
と

共
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
脅

威
（
リ
ス
ク
）
へ
の
対
応
や
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
後
の
厳
し
い
組
合
員
の
家
計

応
援
に
明
け
暮
れ
た
一
年
で
し
た
。
し

か
し
事
業
・
経
営
環
境
が
一
段
と
厳
し

さ
を
増
す
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
着

実
に
”食
と
福
祉
と
助
け
合
い
“
の
分

野
に
お
い
て
事
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
組
合
員
の
く
ら
し
へ
の
お
役
立
ち
を

前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
労
働
者
福
祉
協
議
会
の
み

な
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に
、

心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
は
、
第
８
次
中
期
計
画
ス
タ
ー

ト
の
年
と
し
て
、
そ
し
て
次
の
三
十
年

に
向
け
た
第
一
歩
の
年
と
し
て
大
き
な

飛
躍
の
年
と
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
に
よ
る
組
合
員
の
く
ら
し
や
県
民
生

協
の
リ
ス
ク
管
理
と
対
応
を
万
全
に
進

め
る
中
で
、
食
の
安
全
・
安
心
を
柱
と

し
て
、
一
層
組
合
員
の
く
ら
し
に
お
役

立
ち
が
で
き
、
地
域
社
会
の
み
な
さ
ま

に
社
会
的
責
任
を
果
た
す
経
営
の
確
立

を
目
指
し
て
精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
本
年
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
皆
さ
ま
に
は
ユ
ニ
オ
ン
ト

ラ
ベ
ル
を
い
ろ
い
ろ
と
ご
利
用
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
は
、
経
済
不
況
に
く
わ
え

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
思
わ
ぬ
影
響

を
受
け
非
常
に
厳
し
い
一
年
で
し
た
。

そ
し
て
今
年
も
予
断
を
ゆ
る
さ
な
い
状

況
で
す
。

　
今
こ
そ
こ
の
逆
風
の
中
、
役
・
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
「
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ

ル
は
勤
労
者
の
皆
さ
ま
に
誓
い
ま
す
!!

　
す
べ
て
は
皆
さ
ま
の
思
い
出
づ
く
り
、

す
べ
て
は
皆
さ
ま
の
ご
要
望
に
応
え
る

た
め
に
」
を
ベ
ー
ス
に
勤
労
者
と
そ
の

家
族
、
シ
ニ
ア
の
方
も
含
め
す
べ
て
の

働
く
人
々
の
余
暇
利
用
の
発
展
を
図
る

た
め
に
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

会　長
馬　場　修　一

福井県本部長
山　口　克　家

福井県本部理事長
坪　内　佳　久

理事長
藤　川　武　夫

理事長
久　保　主　計


福
井
県
労
働
者
福
祉
協
議
会


北
陸
労
働
金
庫


全

　労

　済


福
井
県
民
生
活
協
同
組
合


ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル
福
井
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１．協力団体へは、徹底した告知活動を展開します。
２．地区推進委員会との連携により、地区目標を達成します。
３．対面推進では、ワンモア推進の必須共済とします。
４．協力団体と連携した満期継続対策をおこない、継続率の向上をはかります。

各
部
門
の
講
評

〔
絵
画
の
部
〕

　
今
年
度
は
、
昨
年
よ
り
十

七
点
多
い
一
二
五
点
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
色
紙
大
か
ら

一
〇
〇
号
を
超
え
る
も
の
ま

で
、
技
法
も
油
絵
・
水
彩
・

ア
ク
リ
ル
画
・
日
本
画
・
水

墨
画
・
パ
ス
テ
ル
画
等
様
々

な
表
現
材
料
や
技
法
で
、
写

実
的
に
近
隣
の
風
景
を
描
い

た
作
品
か
ら
抽
象
的
な
作
品

ま
で
様
々
で
し
た
。
風
景
作

品
が
多
い
の
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
が
、
心
象
風
景
か
ら
、

対
象
に
感
情
移
入
し
た
作
品

な
ど
個
性
豊
か
な
作
品
が
目

立
ち
ま
し
た
。

〔
書
道
の
部
〕

　
昨
年
よ
り
多
く
の
出
品

（
三
〇
点
増
加
）
が
な
さ
れ
、

か
な
り
の
激
選
と
な
り
、
熱

っ
ぽ
い
作
品
が
多
か
っ
た
。

特
に
①
大
作
の
多
か
っ
た
こ

と
　
②
表
現
形
式
が
多
様
だ

っ
た
こ
と
　
③
書
体
や
表
現

形
式
（
漢
字
・
か
な
・
漢
字

か
な
混
じ
り
・
前
衛
書
・
墨

画
な
ど
）
な
ど
い
ろ
い
ろ
見

ら
れ
た
こ
と
。

　
一
所
懸
命
に
打
ち
込
ん
だ

作
品
が
多
く
、
フ
ッ
と
「
上

手
は
下
手
の
手
本
な
り
。
下

手
は
上
手
の
手
本
な
り
。」

（
世
阿
弥
風
姿
花
伝
）
と
中

賞
厚 生 労 働 大 臣 賞
福 井 県 知 事 賞
福 井 県 労 働 者 福 祉 協 議 会 会 長 賞
福 井 県 労 働 者 福 祉 基 金 協 会 理 事 長 賞
福 井 県 市 長 会 会 長 賞
福 井 県 町 村 会 会 長 賞
北 陸 労 働 金 庫 理 事 長 賞
全 労 済 福 井 県 本 部 理 事 長 賞
福 井 県 民 生 活 協 同 組 合 理 事 長 賞
福 井 県 労 働 者 信 用 基 金 協 会 理 事 長 賞
福 井 県 労 働 福 祉 会 館 理 事 長 賞
福 井 県 勤 労 者 旅 行 センタ ー 理 事 長 賞
ろうき ん 友 の 会 福 井 県 中 央 会 会 長 賞
日本労働組合総連合会福井県連合会会長賞

〔絵画の部〕
田 中 　 妃 登 美
佐 々 木 　 弘 子
佐 々 木 　 洋 一
笠 川 　 守 美
黒 川 　 俊 彦
小 堀 　 眞 一
堀 川 　 和 代
南 部 　 清 治
内 藤 　 　 汎
城 戸 　 健 二
堀 川 　 喜 代 子
笠 島 　 広 子
橋 川 　 　 洋
黒 川 　 三 博

〔書道の部〕
氷 坂 　 紫 扇
田 中 　 麻 衣
渡 辺 　 香 奈 子
佐 野 　 智 秋
北 川 　 順 一
出 村 　 遼 苑
川端  勇大
小 林 　 碧 彩
山 岸 　 正 粋
田 中 　 亜 季
増谷  圭美
初 岡 　 朋 子
藤栩  政子
木 下 　 梢 雪

〔写真の部〕
平 池 　 雅 信
梅 垣 　 賢 次
大 谷 　 泰 子
小 倉 　 光 弘
野 尻 　 時 子
谷 口 　 　 稔
北 出 　 明
吉 田 　 俊 雄
加 藤 　 淑 恵
石 黒 　 邦
坪 田 　 時 男
塚 田 　 則 男
筏 　 　 春 次
美 奈 見 　 道 子

　
「
あ
な
た
が
創
る
美
の
祭
典
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
五
十
九
回
福
井
県
勤
労
者
美
術
展
が
平
成
二
十

一
年
十
二
月
三
日
（
木
）
〜
十
二
月
六
日
（
日
）
ま
で
の
四
日
間
の
日
程
で
、
福
井
県
立
美
術
館
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
は
絵
画
・
書
道
・
写
真
の
三
部
門
で
、
総
数
三
二
四
点
。
（
絵
画
の
部
一
二

六
点
、
書
道
の
部
九
六
点
、
写
真
の
部
一
〇
二
点
。
各
部
の
招
待
作
一
品
含
む
）
。
出
展
作
品
は
、
各
部

門
特
有
の
美
を
追
求
・
表
現
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
、
色
彩
や
感
性
あ
ふ
れ
る
力
作
揃
い

で
、
す
ば
ら
し
い
展
示
会
場
に
な
り
ま
し
た
。
来
場
者
数
は
延
一
二
六
九
名
の
方
々
が
鑑
賞
に
訪
れ
、
展

示
作
品
に
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
最
終
日
の
十
二
月
六
日
は
、
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
は
じ
め
と
す
る
各
賞

の
表
彰
（
受
賞
数
四
二
作
品
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
受
賞
者
及
び
各
部
門
の
講
評
は
次
の
通
り
で
す
。

【絵画の部】
厚生労働大臣賞　
　　　　田中妃登美【

書
道
の
部
】
　厚
生
労
働
大
臣
賞 

　氷
坂
紫
扇

【
写
真
の
部
】

厚
生
労
働
大
臣
賞

　
　
　
　平
池
雅
信

川
一
政
先
生
が
書
か
れ
た
作

品
を
思
い
お
こ
し
た
こ
と
で

し
た
。
来
年
は
更
に
心
の
こ

も
っ
た
作
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

〔
写
真
の
部
〕

　
今
年
は
一
〇
一
点
の
応
募

が
あ
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
の
普
及
に
よ
り
、
写
真
が

い
っ
そ
う
身
近
に
な
り
、
撮

影
時
の
制
約
も
少
な
く
な
っ

て
き
た
た
め
か
、
ス
ナ
ッ
プ

写
真
、
自
然
を
対
象
に
し
た

写
真
と
そ
れ
ぞ
れ
に
撮
影
者

の
意
図
が
明
確
に
伝
わ
っ
て

く
る
写
真
が
見
受
け
ら
れ
、

た
の
も
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

第59回 福井県勤労者美術展入賞者名

Ⅰ．終身共済【新総合医療共済】における重点プラン
　　保障設計運動の医療分野における取り組みとして、終身共済【新総合医療共済】の医療保障のベースとなる終身医療
　プラン＜ベーシックタイプ＞を中心とした共済の総合利用を促進していきます。

Ⅱ．職域での取組み
　　１．重点取り組み期間
　　　　2009年11月～2010年2月を重点取り組み期間とし、その後も通年取り組みと位置づけます。
　　２．協力団体へ取り組み
　　　　（１）終身医療プラン＜ベーシックタイプ＞取り組み提案
　　　　（２）医療保障のベースとなる終身医療プラン＜ベーシックタイプ＞チラシによる告知活動
　　　　（３）医療保障の考え方についてのセミナー開催
　　　　（４）個別相談会の開催
　　　　（５）協力団体と連携した個人長期共済満期者へ終身医療プラン＜ベーシックタイプ＞への継続移行対策
　　　　（６）協力団体向けメールによる情報発信(ニュースレターの実施)

具体的取り組みの
ポイント

　全労済福井県本部
２００９年度「終身医療キャンペーン」を展開中


